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防災まちづくり研究
会が

「大阪の防災を考え
る」提言
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今月のキーワード今月のキーワード
2012年版ジェンダー・ギャップ指数（GGI）③

　「アベノミクス」とは、安倍＋「エコノミクス」の造語で安倍首相が構想する経済政策です。デフレ打開
のための「三本の矢」としているのは「金融緩和」「公共事業などの財政出動」「大企業中心の成長戦略」で
すが、過去の自民党政権が失敗してきた「折れた矢」です。内部留保を取り崩し、賃上げをすすめることが
デフレ打開のカギです。

今月のキーワード今月のキーワード
「アベノミクス」と「三本の矢」

　今回は、「健康」に続き日本の順位が高い「教育達成度」です。順位は81位です。しかし、識字率、初等
・中等教育の就学率は１位なのに、高等教育の就学率は100位と突然低くなります。これは、高等教育を受
ける女性の割合が男性に比べて低いことの現われです。女性に学問はいらないという根深い偏見があると思
われます。

自治労を脱退して自治労
連に加盟した長野県・上
田市職労（組合員900人）
の和田吉正書記次長

　

対
話
活
動
で
は
、
組
合
の
名
刺
を
つ
く

り
、
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
工
夫
や
、
み

ん
な
で
集
ま
っ
て
、
組
合
加
入
を
訴
え
る

な
ど
工
夫
を
し
よ
う
と
提
起
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
自
治
労
連
共
済
の
優
位
性
や
助

け
合
い
の
精
神
を
、
役
員
が
語
れ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
の
大
切
さ
が
議
論
さ
れ
ま
し

た
。労

働
組
合
へ
の
参
加
が

労
働
組
合
へ
の
参
加
が

若
者
の
成
長
に
つ
な
が
る

若
者
の
成
長
に
つ
な
が
る

　

労
働
総
研
が
２
０
１
１
年
に
行
っ
た
組

合
加
入
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

学
習
会
や
集
会
、
交
渉
に
参
加
し
た
若
者

ほ
ど
、
労
働
組
合
を
身
近
に
感
じ
、
必
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
の
結
果
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

労
働
組
合
に
加
入
し
、
一
緒
に
行
動
す

る
こ
と
が
若
者
の
成
長
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
４
月
の
新
規
採
用
者
を
は
じ
め

未
加
入
者
全
員
へ
加
入
を
呼
び
か
け
る
こ

と
は
、
そ
の
人
の
た
め
に
も
な
る
こ
と
に

確
信
を
も
っ
て
訴
え
ま
し
ょ
う
。

　

記
念
講
演
で
、
３
人
の
講
師
か
ら
政
治

情
勢
・
自
治
労
連
運
動
へ
の
確
信
・
日
常

活
動
の
重
要
性
・
共
済
の
優
位
性
な
ど
が

語
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
粘
り
強
い
拡
大

経
験
を
府
職
労
急
性
期
医
療
セ
ン
タ
ー
支

部
が
、
非
正
規
職
員
の
仲
間
増
や
し
に
つ

い
て
枚
方
市
職
労
が
、
共
済
加
入
推
進
の

実
践
を
泉
佐
野
市
職
労
が
報
告
し
、
記
念

講
演
と
基
調
報
告
を
実
践
例
か
ら
補
強
す

る
特
別
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
５
つ
の
分

散
会
で
は
、
春
の
月
間
で
組
織
を
強
化

し
、
仲
間
も
共
済
も
増
や
そ
う
と
意
思
統

一
し
ま
し
た
。
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こ
の
春
の
月
間
で
は
、「
集
ま
る
・
聴

く
・
し
ゃ
べ
る
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
、
日
常
的
に
組
合
員
も
非
組
合
員
も
集

ま
る
機
会
を
つ
く
り
、
役
員
は
そ
の
声
を

聞
き
、
み
ん
な
で
話
し
合
う
、
参
加
型
の

運
動
を
展
開
し
、
組
合
員
・
職
員
と
つ
な

が
り
、
信
頼
さ
れ
る
労
働
組
合
を
つ
く
ろ

う
と
訴
え
て
い
ま
す
。

　

大
阪
自
治
労
連
、
大
阪
か
ら
公
害
を
な
く
す
会
、
大
阪
自
治

体
問
題
研
究
所
で
つ
く
る
「
防
災
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
」
は
、

３
月
２
日
に
１
年
以
上
か
け
て
調
査
研
究
し
た
結
果
報
告
集
会

を
開
催
。
１
０
０
人
を
超
す
組
合
員
・
市
民
が
参
加
し
ま
し

た
。
研
究
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
ふ
ま
え
た
「
大

規
模
災
害
か
ら
住
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
―
大
阪
の
防
災
を

考
え
る
」
提
言
集
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

研
究
会
の
代
表
で
都
市
計
画
専
門
の
中
山
徹
・
奈
良
女
子
大

学
教
授
が
、「
巨
大
津
波
を
念
頭
に
お
い
た
ハ
ー
ド
面
対
策
と

同
時
に
、
避
難
対
策
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
が
必
要
」
と
指
摘
。
さ

ら
に
「
個
人
任
せ
で
は
な
く
行
政
責
任
を
明
確
に
す
べ
き
」

「
被
害
軽
減
の
た
め
に
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
と
労

働
者
と
市
民
と
の
協
働
が
大
切
で
あ
る
」
こ
と
な
ど
を
強
調

し
、
５
つ
の
防
災
対
策
を
提
言
し
ま
し
た
。

５つの防災対策

集まる集まる しゃべるしゃべる
聴く聴く

　

大
阪
自
治
労
連
は
、
２
月
16
・
17
日
に
春
の
組
織
・
共
済
強
化
拡
大
交
流
集

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
賃
金
・
労
働
条
件
引
き
下
げ
攻
撃
が
続
く
も
と
で
、
諸

要
求
実
現
の
た
め
に
も
組
織
を
強
化
し
よ
う
、
仲
間
を
増
や
そ
う
、
と
23
単
組

１
４
３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

で仲間を増やし
　住民の命とくらしを守ろう！
大規模災害から

13春の組織・共済強化拡大交流集会

提
言
集
と
５
つ
の
防
災
対
策
を
発
表

提
言
集
と
５
つ
の
防
災
対
策
を
発
表

① 大阪湾の防潮堤・コンビナート対策では、
ゼロメートル地帯に住む人たちやタンクが
市街地に流れてくる危険性への対策が必要
であること

② 病院や避難所が液状化で使えなくなる問題
など、液状化現象における被害対策を自治
体として最優先ですすめる必要があること

③ 地下街及び高層ビルにおける対策では、災
害時リスクの高い地下街や高層ビルのさら
なる建設は見送ること。当面、地下街での
パニック防止のための地下街管理会社や店
舗従業員などの訓練の実施と地上への階段
幅を広げること

④ 木造密集市街地に多く住む災害弱者への避
難時対策を地域コミュニティなどで支援す
ること。避難経路確保のための道の拡幅と
地域全体の耐震化を行政が進めること

⑤ 山沿い、ノリ地問題対策では、危険個所の
情報公開と地盤改良のための公的支援をす
すめ、これ以上の乱開発を許さないこと

災害に強い大阪をつくろうと提言する中山徹教授


